
農業データ連携基盤
活用事例集

2021年3月時点

本資料は、農業データ連携基盤（WAGRI）の利用をご検討
いただいている皆様に対して、WAGRI利用者の取組を参考に、
WAGRIで実現できるサービスや、WAGRI活用のメリットなどをご
紹介するものです。
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• 富士通では、分析センター職員やJA指導員、生産者向けに処方箋や施肥設計書を作成できる
土壌分析/施肥設計SaaSを提供しており、システム内で利用している肥料データのマスターとして、
WAGRIの登録肥料APIが利用できるかを検討しました。

※サービス紹介資料より転載

登録肥料APIが利用
可能か？を検討

富士通株式会社 様の取組事例

（富士通様が提供する自社サービスへのWAGRI APIご活用を検討）
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• 土壌分析/施肥設計SaaSは、処方箋や施肥設計の中で最適施肥のために、肥料マスタにある
肥料銘柄の含有成分を検索して、投入量組合せを調整しています。

• 今回富士通は、肥料IDを主キーとして持つ登録肥料APIを土壌分析/施肥設計SaaSで利用で
きるかを検討しました。

※サービス紹介資料より転載

富士通株式会社 様の取組事例

（富士通様が提供する自社サービスへのWAGRI APIご活用を検討）
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⚫ 現状、土壌分析/施肥設計SaaSの肥料マスターの登録は、お客様に手作業等で入力していただいています。

⚫ 今回、 WAGRIの登録肥料APIを活用することで、お客様側の肥料マスター登録負荷の低減や、施肥設計の効率化等に

つながるかを検討しました（右下図）。

【現状の仕組み】 【今回想定するAPI利活用のイメージ】

お客様が手作業等
でマスターデータを

登録

APIにより必要な

マスターを収集でき
る仕組みを検討

富士通株式会社 様の取組事例

（富士通様が提供する自社サービスへのWAGRI APIご活用を検討）
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WAGRI APIを活用したイメージ

登録肥料API

APIで取得したデータを、検証用のデータベースに取り込みをした結果

JSON

登録肥料
マスタ

夜間バッチ 登録肥料
マスタ
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利用したWAGRI API 利用目的

登録肥料API
肥料登録銘柄データ、固有ID、更新区分、
失効年月日など

Fertilizers 効率的な肥料マスターデータの更新

富士通様がご利用されたWAGRI API

登録肥料API
登録肥料API経由で取得したマスターデータを
格納する検証用のデータベース環境
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WAGRI活用のメリット WAGRIを活用しない場合の対応等

API連携による
効率的なデータ登録

• WAGRIの登録肥料APIを活用することで、お客様
が肥料マスターを登録する際は、管理画面から選択
するだけでマスターデータを取得することが可能になり、
登録作業が効率化される。

• 肥料マスターをお客様が手作業等で登録する必要
があり、手間がかかる。

他システムとの
連携時における

効率性や確実性の高
いデータ連携

• 土壌分析/施肥設計SaaSのデータと外部システム
が持つデータ(作業記録や使用資材記録など)を連
携したい場合は、主キーである肥料IDを活用して
効率的かつ確実に連携が可能となる。

• 土壌分析/施肥設計SaaSのデータと外部システム
が持つデータ(作業記録や使用資材記録など)を連
携したい場合は、共通となる主キーが存在しない
ため、紐づけ・連携が難しく、対応負荷が大きい。

WAGRI活用によるサービスプロバイダー様のメリット
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